
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（大北地域） 

平成 29年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

 

事業名 「権現様の桜」景観及び環境整備事業 

事業主体 

（連絡先） 

有明山社観桜会 

（連絡先：0261-62-3109） 

事業区分 （５）環境保全及び景観形成に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 1,598,400円（うち支援金：1,198,000円） 

 

●危険木の伐採等による安全な環

境の確保 

●桜の木の苗の定植による景勝地

としての維持 

●地域住民の活動への参加 

※自己評価【 Ｂ 】 

【植栽作業の様子】 

 

 【目標・ねらい】 

 

１ 伐採事業 

 枯枝の落下や倒木の恐れが無くなり、観光名所として

の安全性が確保された。また、樹形が整ったことにより

景観が改善され、桜の名所としての魅力が向上した。 

 

２ 植栽事業 

 作業参加者が樹木の成長の仕組みや樹木の維持管理

方法等学習することにより、森林保護の意識や、地域の

資源に対する愛着も高まった。 

１ 危険木の伐採、枯枝除去、剪定 

 倒れる恐れがある樹木の伐採や、落下による事故が危

惧されている枯枝を除去した。また、競合して育成状況

が不健全な樹木の剪定をした。 

 

２ 桜の苗の植栽 

 有明山社参道が所在している西原地区の親子７人に、

桜の木の苗２株を植栽してもらった。 

 作業者から聞いた実態に合わせた具体的な維持管理方法に基づき、引続き会員で景勝、環境の

維持に努めたい。 

 また、景勝地として長く後世に残すため、地域住民が活動に参加する機会を増やしていきたい。 


